
項目 対象 必須機能 要件

両方 〇 本庁舎側及び支所側の端末に接続されたwebカメラでビデオ通話ができること。

両方 〇 端末起動、システム立ち上げが容易な構成とすること。

両方 〇 直感的な操作方法でシステムを使用できる構成とすること。

両方 〇 表示言語は日本語に対応していること。

両方 トップ画面の表示を変更できること。

本庁舎側 システムの利用状況等を抽出できる機能があること。

両方 〇 容易に相手方に接続要求ができること。

両方 〇 本庁舎側及び支所側の双方から発信・接続可能なこと。

両方 〇 システムの利用形態として、複数の１対１接続の確立を可能とすること。

両方 〇 許可された端末のみ（本市導入の端末のみ）が接続できるよう接続制限の設定ができること。

本庁舎側 〇 呼び出し時に音及び画面表示で本庁舎側へ接続要求の知らせができること。また、呼び出し音量が調整できること。

本庁舎側 通話中に他端末からの接続要求があった場合、接続要求を画面上で知らせること。その際、自動的に接続が切り替わらないこと。

支所側 接続要求時に本庁舎側端末が通話中の場合はメッセージを表示し、現在対応不可である旨を知らせる画面が表示されること。

両方 〇 映像音声はシステムに保存されないこと。

両方 〇 書画カメラを通して映された書類を相手側のモニターで確認できること。

本庁舎側 〇
本庁舎側端末から支所側端末に接続された「WEBカメラ」と「書画カメラ」の切替えが可能なこと。または、支所側の簡単操作で切

替えができること。

本庁舎側 〇
マイクスピーカーの使用を基本とするが、本庁舎側では必要に応じてヘッドセットを使用できること。（マイクスピーカーとヘッド

セットの同時接続は想定していない。）

本庁舎側 保留機能（モニター非表示・通話中断）があること。

本庁舎側 本庁舎側端末から支所側端末の音量を調整できること。または、支所側の簡単操作で調整ができること。
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要件一覧表（別紙）
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